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要 旨 

 福岡県立大学大学院看護学研究科助産実践形成コースの講義「コミュニティ助産学演習」の２コマとして「産

育習俗探索（フィールドワーク）」を取り入れた。助産師として産育習俗や神事を理解し、地域で生活する母子

とその家族を支援するための方法を探索することを目的としている。 

 「産育習俗探索（フィールドワーク）」の場所を、福岡県内にある宇美八幡宮（福岡県糟屋郡宇美町）とし、

学習した内容について報告する。なお今回の産育習俗探索（フィールドワーク）は福岡県立大学大学院看護学

研究科助産実践形成コース１年生５名と助産学領域の教員３名の合計８名で行った。 

 助産師は、その生命に積極的に関わる職業であるがゆえ、その根底にある助産師魂の中で生命尊重および生

命に対する畏敬の念を大切にするべきである。その一つとして産育習俗を理解することが重要であると考える。

また、妊娠・出産・育児は身体および心理的影響を受けやすく、安産祈願やお宮参りなど、産育習俗は心理的

安寧を生み、女性と子どもおよび家族が本質的にもっている能力を最大限に発揮させる原動力にもなりうる。

産育習俗探索（フィールドワーク）において、助産学生が妊娠・出産・子育てに関する人々の願いを知り、ま

た身近に触れることで、妊産褥婦の深い理解につながると考える。 

 

キーワード：産育習俗、宇美八幡宮、助産師教育 

 

緒 言 

 その昔、子がこの世に産まれてくるには神の力が

必要だと考えられており、かつての安産祈願の対象

は社寺に関連したものに限らず、水の神、山の神、

井戸の神など様々で、子産石・子安石などの石や子

安清水と呼ばれる池水に祈ることもあった1)2)3)。産育

祈願の社として有名な福岡県宇美町にある宇美八幡

宮は、平安時代までさかのぼることができるほど地

域住民の信仰に厚く、福岡県だけでなく大分・佐賀

など隣接県からも参拝者が訪れていた4)5)6)7)。これは

宇美八幡宮の祭神が神功天皇であることに関係して

いる。紀元前三世紀頃朝鮮半島新羅の征伐に赴いた

時、神功天皇が産気づいたため、腹帯に小石を挟ん

で陣痛をしずめ、帰国後無事に應神（おうじん）天

皇を出産したことが『日本書紀』に記されている8)こ

とから、安産・育児の神として地元では親しまれて

いる。現在も行われている代表的な産育習俗として

は、安産祈願、帯祝、名付の祝の他に、生後三十日

前後に氏神さまに誕生の奉告と御礼をし、氏子とし

て今後の健やかな成長を祈願する初宮参り等が挙げ

られる。 

 戦後日本の周産期医療は著しい進歩を遂げ、妊産

婦死亡率は2.8％、周産期死亡率は3.2％と妊娠～出

産を通して命を落とすものはほとんど稀となった9)。

一方、出産は晩産化が進んでおり、昭和50年は第１

子出産平均年齢が25.7歳であったものが令和元年で
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は29.6歳と上昇傾向にある10)。また、不妊を心配した

ことのある夫婦は３組に１組を超え、子どものいな

い夫婦では55.2％にのぼる11)。「子は授かりもの」と

いうが、状況は違えども、子を授かり、産み育てた

いと希望する者たちはいつの時代でも神に祈りを捧

げ、願うのである。そのような思いを知り、その心

に寄り添うこともまた助産師の役割である。 

 産育習俗について知ることが助産師教育に必要だ

と考え、本学では以前より宇美八幡宮のフィールド

ワークを取り入れてきたが、教育効果などの考察は

していなかった。今回、日本助産師教育協議会から

「望ましい助産師教育におけるコア・カリキュラム 

2022年版」が出され、「B．社会・環境と助産学」の

中に「日本の出産や育児文化、産育習俗について説

明できる」ことがこれからの助産師教育に必要だと

いうことがはっきりと示された12)13)ことを受け、本学

が行う産育習俗探索（フィールドワーク）の実践を

報告するとともに産育習俗を現地で学ぶ教育効果を

考察することとした。 

 

１．助産師教育に取り入れる産育習俗 

１）望ましい助産師教育におけるコア・カリキュラ

ム 

 日本助産師教育協議会から「望ましい助産師教育

におけるコア・カリキュラム 2022年版」が出され、

「B．社会・環境と助産学」の中に「日本の出産や育

児文化、産育習俗について説明できる」ことがこれ

からの助産師教育に必要だということが示され   

た12)13)。助産学生たちが地域にある神社へ実際に赴き

産育習俗を学ぶことで、より一層地域で生活する母

子とその家族に寄り添い、また効果的な母子への健

康教育を行うことができると考える。 

２）助産実践形成コースの講義概要 

 看護基礎教育検討会報告書14)において、助産師が

修得する能力の充実が求められ、助産師教育の内容

と方法についての見直しがおこなわれた。 

 令和４（2022）年からの新カリキュラムでは、産

後うつ等の周産期におけるメンタルヘルスや虐待予

防等への支援として、多職種と連携・協働し、地域

における子育て世代を包括的に支援する能力、産後

４か月程度までの母子のアセスメントを行う能力を

強化することが求められ、指定規則では「地域母子

保健」を現行の１単位に加えさらに１単位増え、合

計２単位が示された14)。 

 本学大学院では、指定規則の「地域母子保健」に

相当する科目として「コミュニティ助産学特論」お

よび「コミュニティ助産学演習」を設定している15)16)｡

「コミュニティ助産学特論」の講義概要は「母子と

その家族が生活するコミュニティでの母子保健に焦

点をあて、その未来をみつめた支援に必要な知識を

深めることである。主な目標は、母子保健の変遷、

関連法規、行政政策の現状と方向、福祉機関、民間

非営利団体の活動など母子の健康を支えるシステム

について理解を深め、地域における母子保健の課題

を明らかにするプロセスと実践的ヘルスプロモーシ

ョンの展開について理解する」こととした。また「コ

ミュニティ助産学演習」の講義概要は、「コミュニテ

ィ助産学特論で学んだ知識をもとに、地域の情報を

収集し、地域が抱える母子保健上の課題を明確にす

る（地域診断）過程を学ぶ。また、地域というマク

ロの視点だけではなく、地域に生活する母子とその

家族への援助について事例をとおして理解する。さ

らに、多職種との協働、連携の必要性を認識するた

めに、多様な問題を有する母子への援助について学

ぶ」こととした。 

 

２．産育習俗探索（フィールドワーク）の概要 

 福岡県立大学大学院看護学研究科助産実践形成コ

ースの講義「コミュニティ助産学演習」の２コマと

して「産育習俗探索（フィールドワーク）」を取り入

れた。助産師として産育習俗や神事を理解し、地域

で生活する母子とその家族を支援するための方法を

探索することを目的としている。 

１）日程 

 2022年６月21日（火）10時～12時 

２）場所 

 宇美八幡宮（福岡県糟屋郡宇美町宇美１丁目１番

１号） 

３）参加者 

 今回の産育習俗探索（フィールドワーク）は福岡

県立大学大学院看護学研究科助産実践形成コース１

年生５名と助産学領域の教員３名の合計８名で行っ

た。 

４）宇美八幡宮の由来について17) 

 福岡県糟屋郡宇美町にある宇美八幡宮は、第十五

代應神（おうじん）天皇御降誕の聖地であると言い

伝えられている。神功皇后が應神天皇を安産で出産

したこの地を宇瀰（うみ）と呼び、その後、宇美（う
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み）と称されたことが宇美八幡宮の名前の由来であ

る。 

 宇美八幡宮には主祭神である神功皇后・應神天皇

の母子神、玉依姫命、住吉大神、伊弉諾尊の五柱が

お祀りされており、「安産・育児」の信仰が特に篤く、

多くの妊婦、産婦、母子が安産祈願や御礼参り（初

宮詣）に参拝している。 

 

３．倫理的配慮 

 本文に掲載の人物写真については、第三者が写ら

ないように配慮した。また、フィールドワーク参加

学生に関しては、口頭および文書にて撮影・掲載の

同意を得た。 

 

４．宇美八幡宮（福岡県糟屋郡宇美町）の特徴 

１）湯蓋（ゆふた）の森・衣掛（きぬかけ）の森 

 「湯蓋の森」は、社殿に向かって右側、「衣掛の森」

は社殿の左側にある老樹で、大正11年（1922）３月、

国指定天然記念物17)として指定された。「湯蓋の森」

は高さ十四メートルの楠の木で、八幡様の産湯を湧

かした湯船の上に生い茂っていた楠の木々の最後の

一本だと言われている。この辺りは楠の森だったと

いい、その話に基づき、森を湯蓋の森と呼んでいた。

「衣掛の森」は高さ二十メートルの楠で、これは八

幡様の産衣を掛けたと言われている5)。「若葉の季節

となれば、萌えるような御神威の『生命の息吹』を

今日に伝えている17)」ように、安産・育児の守護神と

言われる子安大神だけでなく、今まで参拝された多

くの方々の生命や希望・願い、愛情などが存在する。

【図１】【図２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 湯蓋（ゆふた）の森 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 衣掛（きぬかけ）の森 

 

２）湯方社（ゆのかたしゃ）・子安の石 

 宇美八幡宮の本殿の左後ろに位置する「湯方社」

では、八幡様の誕生の際に産婆の仕事を行った神を

祀っており、祭神は湯方殿と呼ばれ、「助産師の神様」

として知られている5)。そしてこの湯方社を囲むよう

に子安の石が積まれており、安産祈願を終えた妊婦

は「お産の鎮め」として石を一つ持ち帰り、出産後

には別の新しい石に子の名前や生年月日、出生体重

やメッセージを記録して子の健やかな成長を願い、

持ち帰った石と共に納めるのが慣しとなっている。

石は大きかったり小さかったり、色付きのものや絵

が描かれたものなど様々である。中には双子の石も

あり、同じ形をした石にそれぞれの名前が書かれて

いるものを見ることができた。実際にフィールドワ

ークを行った際に、子安の石を選んでいる夫婦の姿

があった。九州圏内において圧倒的に信仰が強い宇

美八幡宮5)でフィールドワークを行うと、一人一人の

子に向けられた家族からの愛情や多くの思いを実感

することにつながる。また学生が「自分が妊婦とし

て訪れた際にはどのような石を選ぶのだろうか」と

考えながら見学できたことで、学生自身のライフプ

ランや将来について考える教育効果もあった。【図３】

【図４】【図５】 
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図３ 湯方社（ゆのかたしゃ）・子安石の石碑 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 湯方社と子安の石 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 境内に溢れる子安の石 

 

３）産湯の水（うぶゆのみず） 

 産湯の水は境内の左奥側、木陰の中にある。「應神

天皇御降誕の時、此の水を産湯に用い給いしより今

に至るまで妊婦拝受して安産を祈る」17)と言い伝え

があり、應神天皇が生まれた際にこの湧き水を使っ

て産湯をしたことから産湯の水と名付けられた。昭

和30年（1955）に福岡県の指定有形民俗文化財に指

定されており、現在でも産湯の水を用いて沐浴をす

ることで児が健やかに育つことを願い、多くの人が

水を汲んで持ち帰っている。 

 現地では、木々に囲まれた涼しげな空気感と、清

らかな水の匂いなど他の場所とは違った雰囲気や生

命力を感じた。子が初めて浸かる湯に願いを込めな

がら、沐浴をするという文化が現在でも続いており、

子を思う親の気持ちは何年経っても変わらない尊さ

がある。 

 産湯の水の前にある階段石が磨り減っていたこと

から、訪れた人々が産湯の水を汲みに来て、子の健

康を祈った長い歴史が垣間見えた。現地で境内の中

をじっくりと見ることでこれまでの歴史への理解が

深まり、今後も伝承していきたい文化がそこにはあ

った。【図６】【図７】【図８】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 産湯の水（うぶゆのみず）の石碑と案内板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 岩からしみ出る産湯の水 
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図８ 産湯の水の前でのフィールドワーク風景 

 

４）聖母宮（しょうもぐう） 

 湯葢の森の後方に位置するのは聖母宮である。祭

神は應神天皇の母、神功皇后である5)。本殿の迫力の

ある壮大な雰囲気とは異なり、母と子の絵が描かれ

ている絵馬が並べられている様子も含め、心地よい

穏やかな雰囲気が印象的であった。その雰囲気から、

神功皇后が安産を願う母とその家族を見守るかのよ

うな様子が窺えた。また、聖母宮の前方には二か所

の子安の石が置かれており、納められた石が新たな

妊婦の安産祈願として持ち帰られ、妊婦たちは守護

される。【図９】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 聖母宮(しょうもぐう) 

 

５）聖母子像 

 圧倒するかのように数多く並ぶ子安の石の前方に

位置する石像は、静かに佇む聖母子像である。この

聖母子像は神功皇后の石像である5)。「銀（しろかね）

も金（くがね）も玉（たま）も何せむにまされる宝

（たから）子にしかめやも」と山上憶良による歌が

石像に刻まれており、子より優れた宝はないと歌っ

ている18)。そのような思いを持った聖母子像は、高さ

約64㎝と小さな石像ながらも子を抱き見守る母親の

姿を石像としている。子安の石の前方にあることか

ら、生まれた子そのものであるような石を守り、こ

れから安産のためにと祈願する妊婦らを迎え入れる

かのような位置に設置された石像である。【図10】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 聖母子像 

 

６）子安の木 

 子安の木は、本殿向かって左側にある神功皇后が

應神天皇を出産する際にすがったとされる木である。

昭和30年（1955）には福岡県指定文化財「民俗資    

料」17)に指定されている。福西によると、子安の木に

は神功皇后が三韓征伐後に産殿をつくり、槐の木を

折って、これに取りすがって出産し、安産したため、

その枝を逆さにし、地にさし根付いた木の末裔だと

いう伝承がある5)。実際の子安の木は、湯蓋の森や衣

掛の森のような大木ではないものの、存在感を示し

ていた。神功皇后が出産したとされる200年から現在

までの1822年という長い年月の中で枝を伸ばし、成

長してきた木自身の力強さと神功皇后の女性・母と

しての逞しさが両存する境内である。【図11】 
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図11 子安の木 

 

５．日本における産育習俗の変遷 

 妊娠や出産、成長の過程で、子供が無事に生まれ、

丈夫に育つことを願う様々な産育儀礼やそれに関連

する習俗・信仰・言い伝えなどは、出産場所が自宅

から病院へ移行していく中で様々な変化を見せてき

た19)。例えば戌（いぬ）の日を選んで着帯する「帯祝」

があるが、平安時代から鎌倉時代初期までは卯（う

さぎ）の日、鎌倉時代以降から江戸時代中期頃まで

は特に子（ねずみ）の日が多かったといわれてい   

る20)。明治・大正の頃までは安産祈願と帯祝は別であ

ったが、最近ではこの二つの習俗が一緒にまとめら

れ、夫婦や家族と共に神社に参拝し、イベントのよ

うな扱いとなってきている1)8)21)。帯祝の時期も妊娠

３か月から７か月とその地域によって差があり、多

くは妊婦の実家から岩田帯を贈ってもらってい   

た4)8)21)22)。妊婦が神社に行き腹帯をもらい受けるよう

になったのは最近のことである。また、七夜の祝と

して現代でも生後七日目に名付の祝いのみが行われ

ているが、古くはウブヤシナイといい、誕生の日か

ら三・五・七・九の夜に祝い、産婦だけでなく近隣

住民・親族に食事を振舞っていた。現代ではこの期

間が入院中にあたるため風習は廃れている23)24)25)が、

安産や子の健やかな成長を願い、また産まれてきた

ことを寿ぐ気持ちはいつの時代も変わらない。 

 

６．まとめ（産育習俗を現地で学ぶ教育効果） 

 日本助産師会は「助産師の声明・綱領26)」の中で、

「助産師の理念」として、「1.生命の尊重、2.自然性

の尊重、3.智の尊重」の３つを掲げている。生命は、

親から子、子から孫へと受け継がれてきただけでは

なく、さらにそれ以前の長きにわたって繋がってき

た。助産師は、その生命に積極的に関わる職業であ

るがゆえ、その根底にある助産師魂の中で生命尊重

および生命に対する畏敬の念を大切にするべきであ

る。その一つとして産育習俗を理解することが重要

であると考える。また、妊娠・出産・育児は身体お

よび心理的影響を受けやすく、安産祈願やお宮参り

など、産育習俗は心理的安寧を生み、女性と子ども

および家族が本質的にもっている能力を最大限に発

揮させる原動力にもなりうる。産育習俗探索（フィ

ールドワーク）において、助産学生が妊娠・出産・

子育てに関する人々の願いを知り、また身近に触れ

ることで、妊産褥婦の深い理解につながると考える。 

 今回報告した「産育習俗探索（フィールドワーク）」

は、助産師として産育習俗や神事を理解し、地域で

生活する母子とその家族を支援するための方法を探

索することを目的として実施した。学生は、「現地で

境内の中をじっくりと見ることでこれまでの歴史へ

の理解が深まり、今後も伝承していきたい文化がそ

こにはあった」と言い、産育習俗を学ぶことは文化

や歴史を知ることにつながることがわかった。また、

実際にフィールドワークすることで、「今まで参拝さ

れた多くの方々の生命や希望・願い、愛情などが存

在しているように感じる時間だった」「力を与えてく

れるような印象」という感想が学生から出た。この

ように学生たちは実際の妊産婦が感じるであろう印

象を得ることができていた。妊娠・出産は心理的側

面が大きく影響するため、助産学生が妊産婦の感情

と類似の感情を抱いたことにも価値があったと考え

る。 

 今後は、フィールドワークの講義日を、参拝者が

多いと予測される「戌の日」に設定するなど、時期、

内容について吟味し、充分な効果があったかについ

ては、学生のレポートを目的外利用として研究に活

かし、しっかりと検証していくことも検討したい。 

 

 本研究において、開示すべき利益相反は存在しな

い。 
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